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晩 植 田 へ 飛 来 す る ヒメ トビ ウ ン カ 第3回 成 虫

松井武彦 ・上田康郎*・稲生 稔

(茨城県農業試験場・*同下館病害虫防除所)

茨城県では昭和52年 にヒメ トビウンカの異常発生が

あり,そ の後 イネ縞葉枯病 が多発生 し,と くに県西部

において問題 となっている。

その中で,か ってイネ縞葉枯病の回避策 とされてい

た麦あとの晩植稲 において,昭 和54年 以 降激 しい発病

がみ られている。これは晩植田へ7月 上,中 旬にヒメ

トビウンカ成虫の飛来があるためである。 この成虫は,

第2回 成虫の移動が終 った後の時期であることから,

一応第3回 成虫 と考 え
,飛 来源 と見られる早植田の第

2回 成虫,.第2世 代幼虫 との関係を検討 した。

調 査 方 法

水田裏作の多い下館市小川,結 城市宮崎,山 王の3

カ所で,5月 上 旬の早植田と,6月 中旬の晩植田を選

定(稚 苗機械植)。 ヒメ トビウンカの密度 と齢期 にっ

いて,イ ネ50株 の見 とりと,す くい取 り10回 振 りを併

用 して調査をおこなった。調査期間は6月 上旬から7

月中,下 旬まで とし,調 査間隔は約7日 とした。

また,日 本植物防疫協会作成の抗血清 を使用 して,

6月19日 か ら24日 に第2回 成虫を,7月14日 か ら22日

に第3回 成虫を水田より採集 し,保 毒虫率 を調査 した。

結果及び考察

第1図 に昭和54年 から昭和57年 までの早植田の第2

回 成虫,第2世 代幼虫の推移 と,晩 植田の第3回 成虫

密度 を示 した。

昭和54,55年 の調査では第3回 成虫の飛来のピーク

時 に調査 を打 ち切 った。 このため傾向がはっきりしな

いが,晩 植田への第3回 成虫の飛来 は,第2回 成虫に

比べ短期間におきるよ うである。

第3回 成虫の飛来時期は,6月 中旬か ら7月 上旬の

間の気温の影響がみ られる。4年 間の調査デー ターか

ら,回 帰直線

Y=85.4527-0.107684X(r=-0.903)

X;6月11日 ～7月10日 の 日平均気温 の累積値

Y;第3回 成虫飛来のピーク日

をえた。サ ンプル数が少 ないこと,調 査間隔が7日 と

長いこと等の問題があるが,一 応の 目安 とな ると考

え,今 後調査 を重ね精度 を高めてゆ きたい。

早植 田では,第2回 成虫の飛来によって高かった平

均齢期 が,第2世 代幼虫のふ化によって下がり,幼 虫

第1図 早植田におけるヒメ トビウンカの密度の齢構

成の推移および晩植田への第3回 成虫の飛来
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の発育にともなって再び上昇す る。 こ

の早植田の齢期の進展 と,第3回 成虫

の飛び込み時期 をみ ると,昭 和57年 は

一致 したが
,他 の年次では一致せず,

昭和54,56,55年 の順に差が大 きかっ

た。

また,早 植 田の密度 の減少 が,第3

回成虫の移動によっておきると考える

と,昭 和56,57年 は一致 したが,昭 和54,55年 で は早

植,晩 植 田の密度 の山がかさなり減少はみ られなかっ

た。

ネ ットトラップの調査結果を第1表 に示 した。下館

のネ ットトラップで は,6月 の第2回 成虫の捕促 がで

きなかったが,7月 の第3回 成虫の捕促量 は多かっ

た。これは調査地点の周辺 に麦の作付が少なく,早 植

田が多いためと考えられる。

このネ ットトラップの第3回 成 虫の捕捉のピークに

対 し,晩 植田の第3回 成虫飛来の ピークをみると,昭

和57年 は一致 したが,他 の年次では1半 旬から2半 旬

早 かった。む しろ,早 植田の齢期 の進展 とネッ トトラ

ップの捕捉の推移が一致す る傾向がみ られる。

この ように,早 植田の齢期,密 度 と,晩 植田の第3

回成虫密度,及 び,ネ ッ トトラップの捕捉の推移 がす

第1表 ネ ッ ト トラ ップ によ る ヒ メ トビウ ンカ成 虫 の捕 捉(下 館)

第2表 水田におけるヒメトビウンカ成虫の保毒虫率

べて一致したのは,昭 和57年 の みで,他 の年次では時

期的 なずれがみ られた。

晩植田へ飛来 した第3回 成虫の保毒虫率は,第2表

に示すよ うに,第2回 成虫に比べ約20～30%減 少 して

いた。これは幼虫時代にウイルスの吸汁獲得 が,あ ま

りなかったためと思 われる。


